












ま え が き
本論集は、文部省重点領域研究 「総合地域研究の手法確立」の研究項 目BO1「外文明と内世
界」に所属する、公募研究班(平 成5年 度～平成6年 度)「 東南ア ジアの言語資料に見る国家
意識の形成」の研究成果である。研究班は、吉川利治(大 阪外国語大学)を 研究代表者 と して、
桃木至朗(大 阪大学)、 渡辺佳成(岡 山大学)、 菅谷成子(名 古屋女子大学短期大学部)の4
名で構成され、東南アジアのタイ、ベ トナム、 ビルマ(ミ ャンマー)、 フィリピンを対象地域
としてとりあげた。各国が近現代にむけて醸成 して きた国家意識の歴史的展開に焦点をあて、
各国の主要民族の固有の論理 と外文明の国家思想の接点を、東南ア ジアに保存 されている言語
資料に求めた。 とりわけ国家観の連続 ・非連続、思考様式の変質 ・変遷、また国家や民族間の




あるという説が提示 されて以来、偽作説を否定する圧倒的な力が働 く様子に、刻文が持っ今 日
的重大な意味 ・価値が何であるのかをまず考察 した。碑文の内容は家父長的温情主義、寛容と
同化、交易の自由、宗教 と信仰を伝え、 これ らの内容が解読されるとラームカムヘーン王の時
代が タイの理想の国家とされ、伝えるその体制 はタイ固有の伝統 と認識され、タイにおける国
家の近代化をささえ る思想となった。ラームカムへ一 ン王碑の出現は時あたか も西洋の衝撃を
受けた時代であり、華僑の大量流入を迎える時代であった。ラームカムヘー ン王の時代をタイ
歴史の始ま りと して組み込み、この歴史を学んだ政治的 リーダーは、その理想を現代に具現 し
ようと政治や社会を動か して きたと分析する。そ して、タイ民族史を描 く歴史観 と相まって、
国王、民族、宗教とい う国家の公的イデオロギーの形成へと用意されていった と見る。
桃木至朗は、北の中国に対抗 して中華意識をもっベ トナムが、10世紀か ら19世紀の間に北の
大国、中国に対 して どう意識 したか、ベ トナム王朝の正統性原理の背後 にある地理的 ・歴史的
な認識の変化を検討 した。ベ トナムの王朝国家 にとって、中国 との対抗が正統性の根幹をなす
が、自称す る国号やベ トナム建国説話の扱いに、多重性 と変化があ ることに着 目 し、 「中国
化」と 「脱中国」を両立 させることで、正統性 を維持 して きたと説 く。ベ トナム王朝国家 に
とって、ベ トナムの非中華的要素は一時的、例外的な ものと見な してよいのか、という疑問を
呈す る。
.渡辺佳成は、 コンバウン朝前期のビルマの支配者が、 「くに」の外枠と内実をどのように意
識 していたか、王たちの残 した詔勅を主たる史料と して検討 した。ボー ドーパヤーは中国と対
i
峙 した時、東方の 「世界」を支配するのが中国の皇帝であれば、 自らを西方の 「小世界」の支
配者として位置づ け、 この時代における勢力拡大 は 「諸王の王」を認めようとしない 「王」に
対する戦争であった、 と考える。 ビルマ語の 「くに」を意味する 「タイン」とその都 「ピィー」
の用語法の差異、さらにコンバ ウン朝 という 「くに」は 「ナイ ンガン ドー」 と記 され、諸王の
王たるビルマ王の居所 は 「黄金の大 ピィー」と表現されていることか ら、 「ナインガ ン ドー 」
という表現を指標 とす ることによって、自他を区別す る支配者の意識を読み とろうと試みた。
そ して、ナイ ンガン ドーの範囲を示す記述か ら、現実の勢力の拡大縮小を反映す るかのように
揺れ動 きなが らも、王朝の枠組みの内と外を峻別する、自他の区別の意識が見 られることを明
らかに した。
菅谷成子 は、現代のフィリピンにつなが る基本的枠組みを与えたのは、中国系をはじめとす
るメスティーソを主 体と した有産知識層であ った とし、中国系メステ ィーソが18世紀中葉の
フィリピン植民地社会で台頭 して くる様子を、数年来の研究テーマとして取 り組んできた。本
論では、フィリピン諸島における 「魂の征服」すなわち世俗の植民地支配にあわせてカ トリシ
ズムの普及をめざすスペインの支配の もとで、出稼 ぎ型の中国人移民社会が、非カ トリック中
国人の追放 によるカ トリックへの改宗や、それに続 く現地女性との通婚によるカ トリックへの
改宗によ って、現地化 して中国系メスティーソを産み出 した定住型の社会へ と変容 してい く実
態を、現地 に残 る資料か ら分析 した。
われわれの研究班は故土屋健治教授を代表とす る計画班 「外文明と内世界」に所属 していた。
平成6年 度 には、土屋教授の班 と合同研究会を開催 したいと、お互いに声をかけ合っていたの
が、土屋教授は病に臥 し、われわれ もまた忙 しさの うちに歳を越 して しまい、っいに果たす こ
とができなか った。果たされなかった約束に代えて、ささ.やかなが ら本論集を土屋教授の霊前
に供え、あまりにはや く先立 って逝かれた教授へ哀悼の意を表 して、土屋教授のご冥福をお祈
りす る次第である。
平成8年1月10日
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